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表2 中学校（旧学習指導要領(1)）で扱う作品(6) (7) 
 
 
























社(11)   (12)   (13)  共に被服の作品例にはいずれもパターン作図は記されておらず，前記と同様に市販のパ
ターン或いは出来上がり線や裁断線が印刷された市販の教材(8)  を使用すると思われる。 






いる。旧学習指導要領(1)  下の教科書では，東京書籍の教科書(7)  に小学校の学習の振り返りとして「ボ




























作品例として現行学習指導要領(1)  下の教科書には和服の掲載はないが，教育図書の教科書(13)  には参考
として布製品のつくり（構成）が解説されており，ジャケット，パンツ，スカート，ゆかた，手さげ袋，
帽子のハンガーイラスト及びパーツを平面に分解した状態のイラストが掲載されている。浴衣の着方に







(15) (16)  には，「玉結び（2種）」，「玉どめ」，「並縫い」，「本返し縫い」，「半返し縫い」，「かがり縫い」，「ボ
タンつけ」，「端ミシン」が掲載されている。 



































































































   






































































































































     
















































































つの内容「A 家族・家庭と子どもの成長」，「B 食生活と自立」，「C 衣生活・住生活と自立」，「D 身
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